
令和元年度　工学部建築学科　卒業設計

Aグループ

No. 指導教員 名前 題目

1 山成・友清 島田　祐輝 合志市民交流センター

2 山口 才田　大矩 賑わいを広げる商業起点

3 本間 石井　萌香 巣食う　－ある商店街への足し算－

4 田中 上村　理奈 哲ちゃんのまほろば　ー行間をよむ美術館ー

5 山成・友清 梶原　康佑 yokomichi香椎

6 川井 北山　光洋 湊 ～人の集まる船着場～

7 長谷川 後藤　さつき にぎわいを広げるライブハウス

8 大西 田口　正法 母は柔しく、父は剛く。そして子は鎹。　―諫早湾干拓堤防道路ミュージアム＆ラボ―

9 本間 谷口　加奈子 波立つ丘ー八代港国際クルーズターミナルー

10 村上 西田　聖陽 下山門コミュニティセンター

11 村上 深見　優太 平成駅街ビル

12 田中 舛友　飛斗 交信する酒蔵

13 髙田 宮川　樹 RIVER SIDE CITY FURUMACHI

14 大西 森山　大輝 遊びのある長屋

15 川井 吉留　隼平 Pha’ata -鹿児島にストリートの聖地を作ろう-

16 佐藤 内海　敦志 米子 海の駅

17 本間 前田　理紗 益城町新庁舎ー人と町をつなぐ場所ー

Bグループ

No. 指導教員 名前 題目

1 川井 増本　久美子 Apartment ×　Office

2 川井 石澤　碧 Terrace working HOUSE

3 髙田 宇都宮　悠生 海櫓

4 越智 蒲池　太一 BONCHI HOUSE

5 吉武 工藤　智奈都 日田んものと人をつなぐ―くつろぎの道の駅―

6 越智 塩田　智大 道の駅　「ふぇにっくす」

7 吉武 田崎　友崇 集い、憩いの商業空間

8 大西 玉木　蒼乃 おろちの背をなぞるように　―道の駅を縦に積み上げることで刻まれる感覚―

9 村上 西田　唯奈 イトノモリ

10 本間 福田　彩美 百貨店建築の再考―アンビバレントな建築体験―

11 越智 松田　友紀乃 nobinobi

12 大西 村木　悠乃 棚田に溶ける

13 川井 安恒　裕一朗 タイヤ科学館

14 髙田 吉野　遥 まつばせ図書館

15 大西 江村　進太郞 まちに広がる葉脈

16 大西 山本　航 湖畔に寄り道　―日常生活に湖を取り入れる建築―



令和元年度　工学部建築学科　卒業設計

Cグループ

No. 指導教員 名前 題目

1 越智 名合　幸大 地域のまほろば

2 本間 中村　鴻大 菊池を彩る18の菊〜肥後人の思いを乗せて〜

3 越智 麻生　奈美 Kengun Bond House

4 川井 市ケ谷　仁美 遊べる図書館　図書館×スポーツ施設

5 吉武 小関　有希子 ONSEN HOUSE

6 本間 川添　純希 新八代駅前広場　Tagorá

7 川井 河野　菜々子 湯のまち　憩いの場  ―Tourist Information Center × Satellite Campus―

8 伊東 白石　和香 Fioritura

9 山成・友清 田中　小百合 倉敷藤旅館

10 川井 段原　一仁 カジノでつなぐ観光と福祉

11 佐藤 野邊　祐平 丘の上のセラピー

12 山口 藤澤　礼至 天神コネクト～交わり・育み・活気づく大型複合施設～

13 本間 三浦　萌子 窓に集うー滞在型コンドミニアムー

14 吉武 森崎　裕土 ヒロ・デザイン専門学校附属のファッション美術館

15 村上 山本　遼平 KOKETU

16 佐藤 伊藤　功多 那古野食堂

17 佐藤 黒木　達矢 MUSCLE-tech GYM

Dグループ

No. 指導教員 名前 題目

1 村上 金子　晃 新しいスポーツ文化と多世代交流

2 越智 天野　翔 まちおこし市場

3 村上 稲益　亘輝 BUNKER

4 伊東 我毛　翔太郎 KOSHIKAKENCHIKU　～道の駅　豊前おこしかけ

5 村上 川戸　航大 道の駅　川西

6 佐藤 古賀　圭剛 新鳥栖老人ホーム

7 髙田 杉山　尚季 荒尾市立図書館分館

8 越智 田中　僚 玉名市市民交流センター

9 越智 那須　亮太 街の新たな復興拠点

10 川井 久豊　美晴 要町 BUS STATION ー回遊性と滞留性を併せ持つ空間―

11 大西 藤田　真衣 音がつなぐ水の記憶

12 山口 峯崎　寛隆 川をつつむ～延岡新体育館・宿泊施設～

13 田中 森下　彩 風景の転写　ー名山横丁における木密長屋の新しい更新ー

14 長谷川 吉田　直央 ゆとりある図書館

15 大西 岩田　冴 都市の地下shelf

16 髙田 佐藤　豪 まちなか寺保育


